
令和8年 4 月 9 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：福岡県直方市 活動の様子の写真

実施日程：令和8年1月～現在まで

実施した生産活動・施設外就労の概要

エコボール修繕事業

利用者数　等：9～10名程度

＜目的＞

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

成果物の写真

対象者にとってのメリット

＜成果＞

実施した結果

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

回収頻度や方法の見直しを行い、効率的かつ継続的な運用体制の構築が必要である。

また、活動内容や成果の情報共有を強化し、協力校との連携を深めるとともに、新たな協力校の開拓により地域への展開を図ることが課

題である。

地域の教育機関と連携し、使用困難となった硬式野球ボールを回収し、就労支援事

業所にて修繕・再生する活動（エコボール事業）を通じて、地域とのつながりの強

化および資源の有効活用を図ることを目的とする。

学校等における廃棄物の削減やコスト軽減につながるとともに、物を大切にする意

識や環境配慮の啓発につながる。

また、障がい福祉への理解促進や地域共生社会の実現に寄与する取り組みとなって

いる。

ボールの修繕作業を通じて、集中力・持続力・作業スキルの向上が図られるほか、

自らの作業が地域に貢献している実感を得ることで、やりがいや自己有用感の向上

につながる。

また、人とのつながりの中で社会参加意識の醸成が期待できる。

協力校である九州国際大学付属高等学校および大和青藍高等学校より使用済みボー

ルを回収し、事業所にて修繕・再生作業を継続的に実施した。

連携先の企業等の意見または評価

電話番号 0949-52-8388

・利用者が役割を持って作業に取り組むことで、作業への意欲向上が見られた

・集中力や手作業の精度向上が確認された

・地域（学校）とつながることで、社会参加の実感や責任感の醸成につながった

・資源の再利用を通じた環境配慮型の取り組みとして、事業所の社会的価値向上に

つながった

・回収量にばらつきがあり、作業量の安定確保が課題

・作業難易度に差があり、利用者ごとの適切な作業分担が必要

・回収・運搬・保管の効率化に向けた体制整備が必要

協力校からは、廃棄予定であったボールを再活用できる点について高い評価を得ており、環境配慮および物を大切にする教育的観点から

も有意義な取り組みであるとの意見があった。

また、回収の仕組みがあることで、学校側の廃棄負担軽減にもつながっているとの評価を得ている。

連携先企業名 九州国際大学付属高校、大和青藍高校 担当者名 楠木監督、齋藤先生

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ココイコ

住　所 福岡県直方市日吉町14-9

4015400858

髙倉　あい子

令和7年度

様式１


